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３ 指導計画案（及び評価計画） ＊全１１時間（太枠は本時）
到達目標【関心・意欲・態度】速さを単位量あたりの大きさの考えを用いて数値化したり、実際の場面と結びつけて生活や学習に用いたりしようとする。

【数学的な考え方】 速さの表し方や比べ方について、単位量あたりの大きさの考えを基に数直線や式を用いて考え、表現することができる。
【数量や図形についての技能】速さに関わる数量の関係において、速さや道のり、時間を求めることができる。
【数量や図形についての知識・理解】速さは単位量あたりの大きさを用いると表すことができることを理解する。

時 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

目 「速さ」の 速さは単位 速さを求め 時速、分速、 道のりを求 速さと道の 時間を分数で 速さが一定 作業の速 学習内容 学習内容
標 意味を理解し 量あたりの大 る公式を理解 秒速の意味を理 める公式を理 りから時間 表して、速さ のときに、 さも、単位 を適用し の定着を、

距離と時間の きさの考えを し、それを適 解する。 解し、それを を求める方 の問題を解決 道のりと時 量あたりの て、問題 確認し、
どちらも異な 用いて表せる 用して速さを 適用して道の 法について することがで 間が比例の 大きさの考 を解決す 理解を確

。る場合の比べ ことを理解す 求めることが りを求めるこ 理解する。 きる。 関係にある えを用いて る。 実にする
方を考えるこ る。 できる。 とができる。 ことを理解 比べられる
とができる。 する。 ことを理解

する。

課 どうやって比 いちどに速さ 速さはどう 速さの単位時 道のりはどう 時間はどう 単位の違う時 時間と道 作業の速 力を付け しあげの
題 べればいいの を比べるとき 表せばいいの 間によって表し やって求めれ やって求め 間はどう表せ のりの関係 さはどうや る問題を 問題に取

。 。 。かな。 には、どうし かな。 方はどう違うの ばいいのかな ればいいの ばいいのかな はどうなっ って比べれ とこう。 り組もう
たらいいのか かな。 かな。 ているのか ばいいのか
な。 な。 な。

単 ①問題場面に ①問題を確認 ①既習の解き ①問題を確認す ①問題を確認 ①問題を確 ①問題を確認 ①問題を確 ①問題を確 ①課題を ①課題を
位 出会う。 する。 方を振り返 る。 する。 認する 。 する。 認する。 認する。 把握す 把握す。
ご ②速さの意味 ②課題を把握 る。 ②課題を把握す ②課題を把握 ②課題を把 ②課題を把握 ②課題を把 ②課題を把 る。 る。
と について確 する。 ②問題を確認 る。 する。 握する。 する。 握する。 握する。 ②力をつ ②しあげ
の 認をする。 ③解決の見通 する。 ③時速、分速、 ③求め方をノ ③求め方を ③時間を分数 ③時間と道 ③求め方を ける問 の問題
学 ③２量が異な しを持つ。 ③課題を把握 秒速について ートに記述 ノートに で表す方法 のりの関 記述す 題に取 に取り
習 る場合につ ④求め方をノ する。 確認する。 する。 記述する を確認する 係を調べ る。 り組む 組む。。 。 。
活 いて問題を ートに記述 ④考えを記述 ④求め方をノー ④お互いの考 ④グループ ④計算のしか る。 ④作業の速 ③振り返 ③振り返
動 確認する 。 する。 し、グルー トに記述し、 えをペアで で考えを たについて ④ペアで結 さの比べ る。 る。。

④課題を把握 ⑤グループで プで伝え合 全体で確かめ 伝え合う。 伝え合う 全体で伝え 果を伝え 方をグル。
する。 伝え合う。 う。 る。 ⑤全体で確認 ⑤全体で伝 合う。 合う。 ープで伝

⑤見通しを持 ⑥全体で確認 ⑤全体でまと ⑤適用問題を解 し、課題に え合う。 ⑤商が割り切 ⑤全体でま え合う。
つ。 し課題につ める。 く。 ついてまと ⑥まとめる れない場合 とめる。 ⑤全体で確。

⑥２量が異な いてまとめ ⑥公式を確認 ⑥まとめる。 める。 ⑦適用問題 の時間の表 ⑥適用問題 認する。
る場合につ る。 する。 ⑥公式にまと を解く。 し方につい を解く。 ⑥まとめ
いての比べ ⑦適用問題を ⑦適用問題を ⑦振り返る。 める。 ⑧振り返る て、確認す ⑦振り返る る。。 。
方を考え伝 解く。 解く。 ⑦適用問題を る。 ⑦適用問題
え合う。 ⑧振り返る。 ⑧振り返る。 解く。 ⑥時間の表し を解く。

⑦まとめる。 ⑧振り返る。 方について ⑧振り返
⑧振り返る。 まとめる。 る。

⑦振り返る。

伝 距離も時間 単位量あた 速さの公式 時間の単位の 速さと道のり 速さと道の 時間を分数に 道のりと時 作業の速さ
え もそろってい りの大きさを に 導 く た め 換算について正 時間の関係を り時間の関 表して求める 間の関係が はどのよう
合 ないときの速 求めれば比べ に、数直線を 確に定着させる 的確にとらえ 係を的確に 力をつけるた 比例の関係 にして比べ
う さの比べ方を られることを 参考にして求 ために、単位時 させるために とらえさせ めに、時間の であること たら良いの、
活 考えさせるた 理解させるた めた式を言葉 間によって表し 式と数直線を るために、 表し方を全体 を確認させ かを説明す
動 めに数値化す めに、式や言 の式にして説 方が異なること 関連づけて説 数直線や言 で確認する活 るために、 る力を付け

る方法を話し 葉で比べ方を 明する活動を を全体で確認す 明する活動を 葉を使って 動を行う。 表からわか るために、
合う活動を行 説明する活動 行う。 る活動を行う。 行う。 説明する活 （全体） ることを説 求め方を伝
う。 を行う。 （グループ→ (全体) ペア→全体 動を行う。 明する活動 え合う（グ（ ）
(全体) (グループ→ 全体） （グループ を行う。 ループ→全

全体） →全体） （ペア→全 体）
体）

評 【関】速さの 【知】速さは 【技】速さの 【考】速さの求 【技】速さを 【知】速さ 【関】時間を 【知】速さ 【考】単位 【技】学 【知】基
価 意味を理解し 単位量あたり 表し方を基に め方を考えてい 求める公式を と道のりか 分数であらわ が一定なら 量あたりの 習内容を 本的な学、
規 ２量が異なる の大きさとし 速さを求める る。 用いて道のり ら時間を求 そうとしてい ば、道のり 大きさの考 適用して 習内容を、
準 場合の比べ方 て表すことが 公 式 を つ く を求める公式 める方法に る。 は時間に比 え方を用い 問題を解 身につけ

を単位量あた できることを り、速さを求 【知】速さの、 を導き、道の ついて理解 【技】時間を 例すること て作業の速 決するこ ている。
りの大きさな 理 解 し て い めることがで 時速、分速、秒 りを求めるこ している。 分数で表して を理解して さなどの比 とができ、
どを用いて数 る。 きる。 速の意味を理解 とができる。 手際よく解決 いる。 べ 方 を 考 る。
値化しようと している。 することがで え、説明し
している。 きる。 ている。

第６学年算数科学習指導案
日時 平成２７年１０月９日（金）５校時
授業者 高橋 玲子

学習者 矢沢小学校６年２組 ３６名

１ 単元名 速さ
速さの表し方を考えよう

（ 「 」 ）東京書籍 新しい算数 ６年
２ 単元について
（１）学習者観

ペアやグループの伝え合いでは自分の考えや解
き方を話そうとしているが、全体の中での発言は
少ない。
学習者はこれまでに異種の２量の割合について

「混み具合」や｢人口密度｣などを通し単位量あた
りという考えを学習してきた。レディネステスト
の結果を見ると、本単元に関わる｢単位量あたり
の大きさ」を用いて１Ｌあたりに走る道のりを求
める問題の正答率が低かった。 量のうち一方を2
１とみて計算する内容が十分定着していないと思
われる。

（２）教材観
本単元「速さの表し方を考えよう」は学習指導

要領「 量と測定 （４）の内容を受け 「速さにB 」 、
ついて理解し、求めることができるようにする」
とともに 「実際の場面と結び付けるなどして、、
生活や学習に活用できるようにすること」をねら
いとしている。
児童がこれまでに走ったり、乗り物に乗ったり

「 」「 」したときに感覚的に理解してきた 速い 遅い
という経験を生かしながら、異種の２つの量の割
合である「速さ」を単位量あたりに着目して考え
ていく 「速さ」は、単位時間あたりに移動する。
長さととらえて数値化していくことや、速さ・道
のり・時間の関係を理解するようにしていくこと
がねらいである。
１単位時間（時間、分、秒）あたりに着目して

考えることで、日常生活では、移動時間が計算で
きたり、作業の速さを求めたりできることを実感
させられることから、生活や学習に活用する力を
つけることに適した教材であるといえる。

（３）指導にあたって
本単元の導入では、既習である一方の量を１に

する「単位量あたりの考え方」を想起させ、速さ
を数値化する仕方をていねいに扱っていきたい。
その上で単位時間あたりでどれだけの道のりを進
むかという考え方が便利であると実感させ、公式
へと導いていきたい。
また、速さの比べ方を数直線や式で表し友達に

説明したり 「どのような場面でも使える考え方、
はどれか」を考えたりする場面などで、伝え合う
活動を取り入れ 「速さ・道のり・時間」の関係、
を説明する力をつけていくとともに、グループや
全体での伝え合う活動を通して、解き方や考え方
の理解を深め、学習内容の定着につながるよう、
指導していきたい。



４ 本時の展開

（１）本時の目標

速さを単位量あたりの大きさの考えを用いて表すことができる。

（２）本時の評価規準（学習者の姿）

おおむね満足できる姿 既習事項をもとにしながら ２量が異なる場合について １秒間に走る距離や１メートル走， 、

るのにかかった時間で速さを表して比べる方法を式や言葉を使って表現している。

努力を要する学習者への支援 単位量あたりの考え方を表したワークシートに計算し、速さを比べる。

（３）本時の展開

段階 学習活動（○主発問 ・予想される学習者の反応） 指導上の留意点，

導 １ 前時想起をし、問題を確認する。 １ 前時からの続きで児童が日常生活の中で身

入 近に感じられる場面を提示し、比べてみた

いという意欲につなげる。

５

２ 比べる対象が増えたり、どんなときでも比

分 べることができる方法を考えていくことを

確認する。

。２ 課題を設定する。

３ 前時の学習をふり返りながら 比べるのに、

便利な考えはどれかを見通させるようにす

る。

３ 解決の見通しをもつ。

○どの比べ方だといちどに比べられそうですか。

・１秒あたりに走ったきょりで比べる。

・１メートルあたりにかかった時間で比べる。

、 、 。・最小公倍数は 見つけるのが難しそうだし 数が大きくなって大変

展 ４ 自力解決をする。 ４ 比べる対象が増えた時に どのように速さ、

・単位量あたりの考えを基に、言葉や式を使って記述する。 を比べたのかが分かるように、式や言葉で

開 ノートに記述させる。

５ グループで考えを伝え合う。 ５ グループでお互いの考えを伝え合うことを

３５ 通して、速さは単位量あたりの大きさで表す

ことでいちどに比べられることや、速いとと

分 らえることができた根拠を自分で説明できる

ようにさせる。

【本時評価場面】

６ 全体で確認し、課題についてまとめる。

○いちどに比べるときはどのように比べるとよいですか。

・単位量あたりの大きさで比べると比べやすい。 ６ 伝え合う活動を通して，単位量あたりの大

・長い距離を選べばいいから、時間を１にすると便利だった。 きさで比べていくと、一度に比べられて便

利だと確認し、課題についてまとめる。

７【本時評価場面】

７ 適用問題を解く。

○ ほかの速さ比べもできるかやってみましょう。

８ 教師のふり返りを聞く。 ８ 本時の学びの全体を教師がふり返る。

終

末

５

分

９ 自分の学びをふり返る。

９ ｢ふり返りの視点 をもとに 自分の学びを」 、

ふり返る。

速さの順番を比べよう。

Ａ ４０ｍ 秒 Ｄ ３０ｍ ７秒8
Ｂ ４０ｍ ９秒 Ｅ ６０ｍ １０秒

Ｃ ５０ｍ ９秒

いちどに速さを比べるときにはどうしたらいいのかな。

いちどに速さを比べるときには、 秒間あたりに走ったきょりや、1
１ｍあたりにかかった時間などの 単位量あたりの考えを使って比べ、

るとよい。

今日は，比べる数が多いときに、いちどに

比べる比べ方を考えて，友だちどうしで伝

え合いました。１秒あたりの距離や メー1
トルあたりの時間を求めて、単位量あたり

の大きさで比べるといちどに比べられて便

利だということを学習しました。

○既習事項をもとに単位量あたりの考えで

立式し比べ方を記述したり 、なぜ、速い、

と言えるのか根拠を明らかにして説明し

たりすることができているか。

（観察）※座席表をもとに

１秒あたりのきょり

Ａ ４０÷８＝５

Ｂ ４０÷９＝４．４４４・・

Ｃ ５０÷９＝５．５５５・・

Ｄ ３０÷７＝４．２

Ｅ ６０÷１０＝６

速いほど距離を表す数は大き

。い。大きい方から速いと分かる

Ｅ→Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄの順

１ｍあたりの時間

Ａ ８÷４０＝０．２

Ｂ ９÷４０＝０．２２５

Ｃ ９÷５０＝０．１８

Ｄ ７÷３０＝０．２３３・・

Ｅ １０÷６０＝０ １６６６・・．

速いほど、かかる時間は短くなる。

数が小さいほど速いと分かる。

Ｅ→Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄの順

○単位量あたりの大きさで速さを比べ

（答え合わせ・挙手）ているか。


